
平成25年5月1日、掛川市立総合病院と袋

井市立袋井市民病院の統合新病院である「中

東遠総合医療センター」が開院いたしました。

新病院は我が国で初めて2つの市の市民病院

が統合するプロジェクトで、多くの関係者の

熱意と協力の賜物です。関係者には心から感謝します。

さて開院し１ヶ月が経過いたしました。診療や会計、救急での

待ち時間等について、大変ご迷惑をおかけしております。問題点

については日々検証し改善を図っておりますが、今後も全スタッ

フで円滑な診療に向けて努力したいと思います。

当院は地域に質の高い医療を提供し、愛され、信頼される病院

を目指しております。定期的な業務の見直し、良質な経営体質の

構築、積極的な広報活動の実施、そして院内外関係者との定期的なカンファランス（検討会）等を行い、両市民の期待に添う病院

となるよう全力を尽くします。 企業長兼院長 名倉 英一
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当院は“断らない救急”を目標としており、心筋梗塞や脳梗塞をはじめ重症度の

高い患者様を中心に受け入れ体制を整えております。

5月開院後の利用状況は、平日の午後5時以降では1日あたり40～50人の患者様

が受診しており、多い時には1時間あたり10人を超える患者様が来院しております。

この内、救急車で搬送される患者様は1日あたり約10人で、掛川・袋井両病院での

運用時より多くなっております。そのために待ち時間が大変長くなっており、皆様

にはご迷惑をおかけしております。

▼救急外来における患者様のトリアージ▼
当院では専任の看護師が患者様の状態により重症度と緊

急度を判定し、判定に従って診察の順番を決めさせていた

だいております。また、緊急度の判定後、患者様の状態の

変化により診察の順番を変更することがございます。

来院される患者様のうち、3分の2は軽症者と判断されま

す。小笠医師会及び袋井市医師会にて右表のとおり一次救

急体制を整えておりますので、症状が軽い場合はご利用いた

だくことをおすすめします。

正面入口前で開院式を

執り行いました。

車いすの患者様も

無事に搬送しました。

夜間（午後5時から午前8時まで）の患者数

救急センター受診者の重症度別割合（％）

両市の一次救急体制

掛川 袋井

平日

19～22時

受付21時30分まで

急患診療室

17～22時

輪番制

土曜

12～17時

市内開業医

13～17時

輪番制

休日

9～17時

受付16時30分まで

急患診療室

9～17時

輪番制


